
教育効果の検証 子供の学びを支える評価の工夫

ふりかえりの検証③

T児の振り返り・見取り・スタッフの支援 S児の振り返り・見取り・スタッフの支援

出会いのステージ　（７/17・31)

　最初来たときは少し緊張し
て友達できるか心配だったけ
ど、仲良くなれてよかった。総
距離約２５１kmを励まし合い
助け合い、走りぬきたい。

　サイクリングでは、急に止まってしまい、後ろの
人とぶつかってしまった。岩魚つかみでも岩魚をは
やくいっぱい取りたいあまりに3匹以上取ってしまっ
た。今日は、私は少し自分勝手だった。ミーティン
グでも言われたので強く反省している。

　夜の能登島選択ルートを決めるとき、意見がぶ
つかってしまい、泣いてしまった人もいた。その理
由は自分の意見をしっかり聞いてくれないからとい
うことだった。私も少し口調が強くてその人の意見
を聞くことができなかったかもしれなかった。人の
ことを思ったり考えたりすることはこれから大人に
なっていくうえでも大切だと思うのでこれからしっ
かり考えて行動していきたい。

　夜のチームフラッグを書く
ときに、書く内容まではうま
くいったけど、その後何色の
ペンを使うかでけんかになっ
てしまった。昨日も今日も班
をまとめられなかった。

　一緒にキャンプする仲
間とは今日初めて会った
けど、みんなと仲良くなれ
たからよかった。

　下山は、途中から雨が降ってきて道が川のよう
になって大変だった。
でも、みんなで「石がすべるよ」「前から人が来た
よ」とか言って声かけで協力したら、転ぶ回数が
ずいぶん減った。

　今日は、人の話を最後まで聞かなくて口論に
なってしまった。でも、泣いた人から順番に意見を
聞くのはちょっとよくないと思った。泣いた人が自
分の嫌だったことを今日は言っていたけど他の人
もとても嫌だったことだってあると思う。だから明日
は一人も泣かないで一
人も嫌な思いをしないよ
うにしたい。

　今日はあまりチームの仲が良くなかったと思う。
ペンの取り合いになったりしていじけたりする人が
いたからだ。なんで相手がいじけているのかをあま
り理解できていなかったから、明日は相手は何が
嫌でどうしたらいいのか考えながらやっていきた
い。

少し緊張して友達できるか心配…（T児 7/17）
　県外からの参加ということで不安を抱きつつ、これから仲間と困難
なことをやり抜こうと期待が膨らんでいる。

班の人と協力して食べたのがおいしかった（S児 7/31）
　７/１７の事前説明会は体調不良のため欠席したS児。７/３１は、ア
イスブレイクや班ごとの夕飯ですぐに打ち解けた。

　T児は、チームフラッグ作成時、意見を述べて作業を進める中心となった。S児はまだ消極的。班の全員が他の人に気を配れる子供たち。チー
ムワークNo.１になれる!でも、意見がぶつかったりして何か起きそう。（７/３１班付きスタッフ）→T児は５年生ながら、キャンプ初日からリーダー
性を発揮している。S児は、まだ様子を伺っている。
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声かけで協力したら、転ぶ回数が…（S児 8/2）
　前日の上りから、班の仲間同士で危険なところや励ましの言葉がけ
ができていた。雨が降ったことにより、前日より苦しい状況になったか
らこそ声がけの大切さを実感できた下りとなった。

今日は、私は少し自分勝手だった。…（T児 8/3）
　登山の疲れが残っていたのか、注意散漫になっていた。自分の反
省点を受け入れていることが、観点⑨「考えて行動する」と自由記述
から分かる。

　せっかく登山で培った仲間を思いやる気持ちが欠けていた。みんな自分のことばかり。３日目（8/2）でやっとみんな自分の意見が言えるように
なってきたのに、班内でのけんかがよく見られた。（８/３班付きスタッフ） →白山登山では、困難を共にすることで男女仲良く、励まし合える関
係となった。しかし、同時に自分の気持ちを前面に出し、自分本位な言動が出てきた。特にT児のイワナつかみでの行動などに対し、S児
を含め数人が指摘した。なんでも言い合える人間関係ができてきたと同時に、強い思いが目立ってきた。今後、このことがT児、S児にとっ
て自分を見つめ、成長することにつながっていく。

自分の思いが強く、仲間の気持ちに寄り添えなかった2人。本心を 伝え合うことで、同じ思いを共有し、
本当の仲間へと近づいていった。
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